
2017年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL76317A06）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ウズベキス
タン F201 観光 個別 交替

4代目 2年 ・2017/3 ・2018/1

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

高等中等専門教育省

2）配属機関名（日本語）

サマルカンド経済サービス大学

3）任地（ サマルカンド ） JICA事務所の所在地（ タシケント市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 鉄道 で 約 2.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

同大学は、観光都市サマルカンド市内に2004年に設立。3学部(経済・経営学部、観光サービス学部、銀行・金融学
部)、14学科を有する。総学生数は約2000名、教員数は約200名。JV(青年海外協力隊)の配属先は国際観光サービス学
科(学生数約300名)となるが、同大学内に観光業務の実施機関として設置された旅行会社でも活動する。年間予算は
約200万ドル。

【要請概要】
1）要請理由・背景

同国には世界遺産をはじめとする多くの観光資源が存在するが、観光業界の人材不足や制度上の規制などにより、観光
開発の立ち遅れが目立つ。同大学をはじめ、人材育成のための教育機関がいくつか存在するものの、観光業務の実践を
指導できる人材はまだ少ない。そのため、同大学ではこれまで、ボランティアが3代にわたり講義を受け持ってきたほか、
大学内に設置されている旅行会社でも、観光業務に関わる実践的な指導を行ってきた。現在、活動中のボランティアは、
地域観光のガイドツアーを学生が実習としてできるように取り組んでいる。後任には、そうした取り組みの継続・発展
が求められている。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

1. 大学内に設置されている旅行会社において、観光客誘致やサービス向上に向けた実践的指導・アドバイスを行う。
2. 国際観光サービス学科の学生を対象に、同僚と協力しながらテーマを設定し講義を実施する。
3. 前任者の作成したパンフレット、ガイドを更新して、大学の授業でも使用できるテキストを作成する。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

パソコン、プリンター、プロジェクター

4）配属先同僚及び活動対象者

同僚: 国際観光サービス学科で授業を担当する教員2名
大学内の観光会社スタッフ4名、ほかボランティア学生約20名

講義対象者: 国際観光サービス学科の学生

5）活動使用言語

ウズベク語

6）生活使用言語

ウズベク語

7）選考指定言語

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（大卒）　備考：大学教員として指導するため

[経験]：（実務経験）5年以上　備考：実践的な指導が必
要となるため

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（ステップ気候）　気温：（-20～40℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
当地は物件が限られているため、ホームステイとなる可能性もある。
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